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【１】

日 

 

夏

越

の

大

祓

・

祇

園

祭

を

斎

行 

一
月
〜
六
月
ま
で
の
半
年
分
の
穢
れ
を
落
と
し
、
残
り
の
半
年
の
無
病
息
災
を
祈
願

す
る
「
夏
越
の
大
祓
」
が
、
七
月
十
二
日
（
土
）
に
斎
行
い
た
し
ま
し
た
。 

続
い
て
社
殿
に
て
「
祇
園
祭
」
の
神
事
が
執
り
行
わ
れ
、
疫
病
退
散
・
厄
除
け
夏
病

み
防
止
等
の
祈
願
祭
を
斎
行
い
た
し
ま
し
た
。 

十
二
日
、
十
三
日
の
両
日
と
も
茅
の
輪
く
ぐ
り
に
多
数
の
方
々
が
お
見
え
に
な
り
、

子
供
た
ち
は
祈
願
し
た
小
提
灯
の
前
で
写
真
を
撮
っ
た
り
、
お
宮
で
用
意
し
た
ほ
う
ず

き
提
灯
を
手
に
お
参
り
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

小提灯の前で 

ほうずき提灯を持って 

祇園祭斎行 

夏越の大祓斎行 
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※杜だよりへの皆様のご意見、ご提案、記事、写真等のご投稿をお待ちいたしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【２】

日 

 

【
御
祈
祷
の
受
付
】 

安
産
祈
願
、
初
宮
参
り
、
厄
年
祓
い
、
車
両
交
通
安
全
、

結
婚
式
、
金
・
銀
婚
式
、
合
格
祈
願
、
作
業
安
全
等
ご
祈
祷

の
受
付
を
し
て
い
ま
す
。
ご
祈
祷
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
神
社
会
館
受
付
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
電
話
番
号
）
二
二―

一
九
六
九 

（
受
付
時
間
）
月
・
火
・
木
・
金
曜
日 

午
前
九
時
～
十
二
時
・
午
後
一
時
～
三
時 

（
御
祈
祷
料
）
五
千
円
か
ら 

 
 

※
出
張
祭
典
の
場
合
は
別
途
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

六
月
十
五
日
（
日
）
に
各
区
氏
子

会
会
長
及
び
敬
神
奉
賛
会
の
皆
様
の

協
力
を
得
て
、
除
草
作
業
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。 

 

境
内
が
奇
麗
に
な
り
祇
園
祭
を
迎

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

ご
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

第

二

回

除

草

作

業 

七
月
九
日
・
十
日
・
十
二
日
に

提
灯
設
置
、
茅
の
輪
作
り
等
夏
越

の
大
祓
、
祇
園
祭
の
準
備
を
し
ま

し
た
。 

暑
い
中
作
業
に
協
力
い
た
だ
い

た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 天

王
稲
荷
社
の
し
め
縄
が

経
年
劣
化
し
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
程
退
任
さ
れ
た
氏

子
総
代
四
名
様
に
よ
り
ご
寄

進
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

神
社
に
タ
ヌ
キ
が
出
没
し
ま

し
た
。
市
役
所
の
協
力
を
得
て

捕
獲
用
の
罠
を
仕
掛
け
ま
し

た
。 

 

七
月
十
二
日(

土)

に
渕
名
様
（
野

田
）
の
初
参
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生
を
奉
告
し
、
健
や

か
な
成
長
を
願
い
お
祈
り
い
た
し
ま

し
た
。 

し
め
縄
（
天
王
稲
荷
社
）
の
ご
寄
進
が
あ
り
ま
し
た 

タ

ヌ

キ

出

没 

五
月
四
日(

日)

に
秋
田
様
（
入
船
）

の
安
産
祈
願
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

新
た
な
命
を
授
か
っ
た
こ
と
に
感
謝

し
、
お
母
様
と
お
腹
の
お
子
様
の
健

康
そ
し
て
無
事
生
ま
れ
て
く
る
こ
と

を
願
い
お
祈
り
い
た
し
ま
し
た
。 

安

産

祈

願 

初

参

り 

次
回
は
例
大
祭
前
の
九
月
二
十
一

日
（
日
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

夏
越
の
大
祓
・
祇
園
祭
準
備 


